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Compute Node
(2 CPUs, 3 GPUs)

Performance: 1.7 TFLOPS
Memory: 58.0GB(CPU)

+9.7GB(GPU)

Rack (30 nodes)

Performance: 51.0 TFLOPS
Memory: 2.03 TB

System (58 racks)

1442 nodes: 2952 CPU sockets, 
4264 GPUs

Performance: 224.7 TFLOPS (CPU) ※ Turbo boost

2196 TFLOPS (GPU)
Total: 2420 TFLOPS

Memory: 103.9 TB
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TSUBAME2.0  PUE = 1.2    (Power Usage Effectiveness)



Simulation of blood flows that accounts for
from red blood cells to endothelial stress

Fluid: blood plasma : Lattice Boltzmann(LB)

Multiphyics simulation with 
MUPHY software

RBC  Extended MD

0.6PFlops with 
4,000GPUs

450M RBCs are simulated

Fastest LBM ever?
x3 faster than Julich BG/P

S. Matsuoka (Tokyo Tech), Massimo Bernaschi (IAC, National Resource Counsil, Italy)

1.017 PFLOPS
Weak Scaling

Macroscopic

Macro-properties 
depends on 
micro-structure Experiment in Spring-8

0.4mm

Micro-structure（μm ） 8000×8000×256格子 TSUBAME 2.0
○ 青木尊之,     下川辺隆史, 高木知弘,      額田 彰,    山中晃徳

東京工業大学 東京工業大学 東京工業大学 東京工業大学京都工芸繊維大



○ TSUBAME 共同利用
○ 先端研究施設共用促進事業

『みんなのスパコン』TSUBAMEによるペタスケールへの飛翔

○ 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点

TSUBAMEを利用するには（http://www.gsic.titech.ac.jp/tsubame）





 大学・独立行政法人等の研究機関等の保有する先端研究施設の共用を
促進し、基礎研究からイノベーション創出に至るまでの科学技術活動全
般の高度化を図るとともに国の研究開発投資の効率化を図るため、文部
科学省が平成21年度から開始した事業であり、平成23年度は全国30の
施設を採択し事業を実施。

 東京工業大学のTSUBAMEは、本事業の前身である平成19年度に文部
科学省が開始した先端研究施設共用イノベーション創出事業【産業戦略
利用】制度より採択されたのを始まりに、既に5年にわたり、本学の計算
機資源を、文部科学省の補助を得て先進的企業に提供。

http://kyoyonavi.mext.go.jp/



（カッコ内は内数で継続課題数）

共用促進事業の採択状況 （9月末日現在）
－ トライアルユース 戦略分野利用推進５分野 延べ31件採択 （H23：5件）
－ トライアルユース 新規利用拡大 延べ28件採択 （H23：5件）
－ 産業利用（有償） 述べ24件採択 （H23：6件）

トライアルユースに終了後、有償利用での継続利用に発展した課題複数あり課題種別 応募数 審査数 採択数
H23

実施数
H22

実施数
H21

実施数
H20

実施数
H19

実施数

戦
略
分
野
利
用
推
進

計算化学手法による創薬技術の開発 10 10 6 0 2 (2) 6 (5) 5 (4) 4

大規模流体－構造連成解析技術の開発 2 2 2 0 1 (1) 2 (1) 1 (1) 1

シミュレーションによるナノ材料・加工
・デバイス開発

13 13 13 7 (6) 10 (8) 10 (4) 4 設定無

社会基盤のリスク管理シミュレーションへのHPC
応用技術の開発

7 7 7 2 (1) 3 (3) 6 (4) 4 設定無

アクセラレータ利用技術の推進 3 3 3 3 0 設定無 設定無 設定無

新規利用拡大 28 28 28 5 6 5 6 6

トライアルユース小計 63 63 59 17 (7) 22 (14) 29 (14) 20 (5) 11

産業利用（有償）
成果公開 12 12 12 3 6 3

設定無 設定無
成果非公開 12 12 12 3 7 2

合計 87 87 83 23 (7) 35 (14) 34 (14) 20 (5) 11

（9月末日現在）



採択年度 申請課題名 所属機関

H21

CUDAを用いたGPUによるフラグメント分子軌道法の高速化 株式会社 クロスアビリティ

(非公開) コニカミノルタテクノロジーセンター株式会社

天然光合成の動作メカニズムに関する理論的研究 株式会社 地球快適化インスティテュート

(非公開) 富士フイルム株式会社

NuFD/FrontFlow Redの評価 株式会社 数値フローデザイン

H22

(非公開) 株式会社 ブリヂストン

天然光合成の動作メカニズムに関する理論的研究 株式会社 地球快適化インスティテュート

理論計算に基づく有機半導体材料の開発 住友化学株式会社 筑波研究所

大規模流体解析ソフトの開発 住友ゴム工業株式会社

(非公開) コニカミノルタテクノロジーセンター株式会社

分子シミュレーションによる高分子中の水と低分子拡散挙動の研究 日東電工株式会社

(非公開) 日東電工株式会社

超大規模三次元高周波電磁界シミュレーションへのGPUクラスター適用検証 株式会社 エーイーティー

複雑地形CFD シミュレーションコードの高度化のための研究 株式会社 数値フローデザイン

(非公開) 株式会社 日立製作所

(非公開) 株式会社 リコー

(非公開) 株式会社 リコー

(非公開) 株式会社 ブリヂストン

H23

拡張アンサンブルシミュレーションによるタンパク質とリガンドの結合構造予測法の開発 武田薬品工業株式会社

理論計算に基づく有機半導体材料の開発 住友化学株式会社 筑波研究所

高分子中における低分子拡散挙動のシミュレーション 日東電工株式会社

(非公開) コニカミノルタテクノロジーセンター株式会社

(非公開) 株式会社 リコー

(非公開) 日東電工株式会社

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

計画停電時
ほぼ運用停止

4/8～
30%程度の
縮退運用

4/25～
75%程度の
縮退運用

6/7～
100%の

運用再開

7/1～24
ピークシフト

運用

7/25～
100%運用

9/25～
通常運用

GSICで50%の
電力削減

ピークシフト
運用開始

緊急時強制
停止キュー15%



• 東京工業大学 TSUBAME 2.0
• 地球シミュレータ

• 東京工業大学 TSUBAME 2.0
• 地球シミュレータ
• 京コンピュータ
• HPCI 資源提供機関

（7基盤センター、筑波大、東工大、地球シミュレータ）
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TSUBAME 2.0
特徴： GPUが演算性能の9割,  Fat Tree ネットワーク

（NVIDIA Tesla M2050, Intel Xeon X5670）
電力効率： 2.4PFLOPS/1.5MW

地球シミュレータ
特徴： ベクトル型スパコン（SX-9）, Fat Tree ネットワーク
電力効率： 0.13PFLOPS/6MW

京コンピュータ
特徴： SPARC64 VIIIfx 8万個, Tofu 6D トーラスネットワーク
電力効率： 10PFLOPS/14MW

※ 企業のサイトに、同じマシンの小規模構成を導入できるか？



27

東京工業大学・学術国際情報センターの中の研究会活動

活動内容：
・月に一度の CUDA 講習会

・2～3ヵ月毎にセミナー

・国際ワークショップ

・年一回シンポジウム

・ML を通じた情報交換

東工大の教員・学生だけでなく、他大学・研究機関、
民間企業の方も参加（入会）可能。 基本的に無料。

http://gpu-computing.gsic.titech.ac.jp/

※ 第10回CUDA講習会 9月28日（水） 実施

• 学術国際情報センター内に共同利用推進室を設置

– 室長： 佐伯元司 （事業代表／センター長）

– 室長代理： 青木尊之 （副センター長）

– 施設共用技術指導研究員・支援員： 2名

– 共用促進リエゾン： 2名

– 共同利用推進室員： 4名

• 契約事務：研究推進部情報基盤課

• 他、必要に応じて東工大教員・研究員の支援

• 共同研究契約が必要になった場合は産学連携本部



本学のTSUBAMEによる共用促進事業は、前身である先端研究施設共用イノ
ベーション創出事業を通じ５年目となり、多くの先進的企業にご活用いただいている。
昨年11月のTSUBAME2.0により、事業名であるペタスケールを実現し、その豊富な
計算資源により、TSUBAME2.0が供給可能な計算資源の30％を外部利用に提供し
ている。

特に共用促進事業のトライアルユースには10%（240 TFLOPS）以上を割当て、企
業の高度化する利用ニーズに対応してきた結果、今年度においても新規のトライア
ルユースを活用する課題が再び増加傾向にある。またトライアルユースを活用した
企業が、有償利用にてTSUBAMEを継続して利用するケースも散見され、産業界で
の先端的研究施設の共同利用が根付きつつあると感じている。

今後も産業利用枠は、さらに拡大して行くと予測されることから、計算資源の提供
だけでなく、GPUコンピューティング研究会での講習会のような教育や、より利用し
やすい環境の提供等も含め、『みんなのスパコン』の名前の通り、産業界の先進的
ニーズに対応できるサービスを継続的に提供していきたい。


